
Copyright(c) 2019 幼児期子育ての教科書 All Rights Reserved 

 1 / 12 

 

 

 



Copyright(c) 2019 幼児期子育ての教科書 All Rights Reserved 

 2 / 12 

 

 

【推奨環境】 

このレポート上に書かれているURLはクリックできます。できない場合は最新の

AdobeReader をダウンロードしてください。（無料） 

http://get.adobe.com/jp/reader/ 

 

【著作権について】 

このレポートは著作権法で保護されている著作物です。 

下記の点にご注意戴きご利用下さい。 

 

このレポートの著作権は株式会社Adventure Lifeに属します。 

著作権者の許可なく、このレポートの全部又は一部をいかなる手段におい 

ても複製、転載、流用、転売等することを禁じます。 

このレポートの開封をもって下記の事項に同意したものとみなします。 

このレポートは秘匿性が高いものであるため、著作権者の許可なく、この 

商材の全部又は一部をいかなる手段においても複製、転載、流用、転売等 

することを禁じます。 

著作権等違反の行為を行った時、その他不法行為に該当する行為を行った 

時は、関係法規に基づき損害賠償請求を行う等、民事・刑事を問わず法的 

手段による解決を行う場合があります。 

このレポートに書かれた情報は、作成時点での著者の見解等です。著者は 

事前許可を得ずに誤りの訂正、情報の最新化、見解の変更等を行う権利を 

有します。 

このレポートの作成には万全を期しておりますが、万一誤り、不正確な情 

報等がありましても、著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を 

負わないことをご了承願います。 

このレポートを利用することにより生じたいかなる結果につきましても、 

著者・パートナー等の業務提携者は、一切の責任を負わないことをご了承 

願います。 

 

 

http://get.adobe.com/jp/reader/
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０章．はじめに 

１．お礼 

 

この度は、私を信じてこの幼児期の子育て教科書を 

購入していただき本当にありがとうございました。 

 

こちらは、私が７年間幼稚園教諭を通して、 

計 2000人以上の子どもたちと直接向き合ってきた結果、 

幼児期の子どもたちはどのような気持ちを抱いているのか？ 

それに対してどのように子どもに接していったら良いのか？ 

 

などについて、幼稚園教諭時代に学んだ知識や、 
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効果的な声掛けや接し方などについてまとめています。 

 

こちらのマニュアルをきちんと見て学んでいただければ、 

子どもたちが何を求めているのか？ 

どのように接していくのがベストなのか？と 

いうことがわかるようになると思います。 

 

そして、子育てに悩んだりすること、 

子育てに失敗することも減ってくるようになると思います。 

 

今後、幼児期の子育てを行う上で、こちらの教科書が 

何かのヒントになって、子育ての質がさらによりよくなり 

そして、子育てが今よりももっと楽しいものに 

なってくれたら幸いです。 

 

是非、私を信じて、こちらの教科書を参考に 

実践していただければと思います。 
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２．なぜこのマニュアルを作ろうと思ったのか 

 

１★幼児期の子育ての大切さを伝えたい 

 

幼児期というのは、中学校や高校のように 

勉強や親子関係、問題行動で悩むことは殆どありませんし、 

大きな怪我や病気もなく、なんとなく過ぎていけば 

良いかなと、それくらいにしか考えていない方が多いと思います。 

 

しかし、幼児期というのは、人間形成の大事な時期 

ともいわれるほど、とても重要な時期です。 

 

子どもへの接し方・言葉がけが少し違うだけで 
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子どもは良くも悪くもなる。 

そしてその接し方などによっては、 

子どもの性格、さらには人生までをも変えてしまうのです。 

 

そんな幼児期の子育ての大切さを、この教科書で 

伝えたかったからです。 

 

この幼児期の子どもへの接し方のポイントなどについても、 

こちらの教科書では詳しく解説しています。 

 

ここで紹介する接し方のポイントなどを抑え、 

子どもの求めている接し方ができるようになれば、 

幼児期の子育ては、８割～９割成功と言っても過言ではありません。 

 

是非、親子共に笑顔あふれる子育てを 

一緒にしていきましょう！ 
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２★子育てで悩んでいるママさんたちを救いたい 

 

実はメルマガで、子育ての教科書のようなものが欲しい！という 

ご希望をたくさんの方からいただいておりました。 

 

数学、国語、英語などのように、小学校、中学校、高校などで、 

学ぶことのできない子育て法。 

 

特に新米ママさんだと、 

どのように子育てをしたら良いのかわからない、 

思ったような子育てができない、こんな子育てで合っているのか・・・ 

などと、悩まれる方がとても多いです。 
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その結果、自分自身を責めてしまったり、 

辛い子育てに耐えられずお母さんが自殺をしてしまったり、 

子どもにイライラしてしまって、虐待や殺害をしてしまったり・・・ 

起こってほしくはないけれど、 

このような現状があることも事実です。 

 

子育てというのは、想像以上に大きなストレスが溜まります。 

 

でもこのストレスというのも、少しでも子育てのヒントがわかれば、

きっと、もっとお母さんたちも楽になるのではないか、 

そして子育てに悩んだりイライラしてしまうことも 

減るのではないかと思います。 

 

でも子育ての仕方というのは、残念ながら模範解答がありません。 

なぜなら子育ての仕方というのは１人１人違うからです。 

 

その子に合った接し方・言葉かけ・援助の仕方が必要です。 
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なので、もちろん、このマニュアルに書いてあることも、 

全ての子に必ずしも当てはまるわけではありませんし、 

この方法が 100％正しいというわけではありません。 

 

しかし子育ての基本になるものが少しでもわかっていれば、 

子育てってかなり楽になるのではないかと思い、 

そんな子育てに悩みや不安がある方に、 

少しでもヒントになるように、こちらは、私が実際に 

たくさんの子どもたちと接してきたからこそわかる、 

最善の子どもとの接し方や対応の仕方などをまとめています。 

 

こちらを参考に少しでも毎日の子育てが楽に、 

そして楽しいものになっていってくれたら嬉しいです。 
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３．このマニュアルの使い方 

 

このマニュアルの使い方ですが、一度読んで 

終わりという方がいますが、一度読んだだけでは 

全く頭には入っていきません。 

 

そしてせっかく高いお金を出して買っても、 

無駄になってしまいます。 

 

効果的な学び方 

１．まず３～５回、この教科書を読みます。 

２．できるところから実践します。 

３．実践して、できなかった部分をもう一度読み直します。 

４．再度実践します。 

 

この流れで行っていってください。 
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ここで最も大切なのは、実践するということです。 

学ぶだけ学んで、実践せずに終わってしまう方もいます。 

 

目で見て学んだだけでは、人間は怠け心が出てしまうので、 

なかなか身につきませんし、目で見て学んだ後に、 

実際に行動に移すことで、より身につきやすくなるのです。 

 

せっかく高いお金を出してこちらの教科書を 

購入していただいたので、効果的に学び、 

そして自分のものにしていくためにも、 

是非こちらの流れで繰り返し目で学び、 

さらに行動に移し実践していくようにしてくださいね！ 

 
 


